
看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【基礎分野】■学習・教育目標 必修科目 選択必修科目 選択科目

後期 前期 前期 後期 前期 後期

★人間科学系

★自然科学系

★語学系

キ ャ リ ア 形 成 論

現 代 教 育 論

国 際 看 護 学

健 康 ス ポ ー ツ 科 学

・人間と社会について多角的な視野から総
合的に理解する力を育み、科学的思考の
基盤を培う。

英 語 Ⅲ

日 本 国 憲 法

心 理 学

保健・医療の現状と未来Ⅰ

・自然科学の法則ついて多角的な視野か
ら総合的に理解する力を育み、科学的思
考の基盤を培う。

生 命 科 学 概 論

英 語 Ⅰ 英 語 Ⅱ

物 理 学 概 論

化 学 概 論

情 報 処 理 論

保健・医療の現状と未来Ⅱ

社 会 と 大 学 Ⅱ

社 会 と 大 学 Ⅲ

社 会 と 大 学 Ⅰ

英 会 話

基
礎
分
野

生 命 倫 理 学

人 類 遺 伝 学

・幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とする医療職者としての倫理観を持ち、日常場面、職場、研究の場において必要な、基礎的な他言語のコミュニケーション能力をを持つ人材を養成する。

1年次 4年次

英 会 話
・豊かな国際感覚を育み、日常生活での
英会話および実践的な保健医療領域の英
語を修得し、高いコミュニケーション能力を
養う。

医 学 英 語

日 本 語 表 現 法

前期

2年次

後期
■科目群の学習・教育目標

3年次

看
護
師
課
程

統 計 学



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【専門基礎分野】■学習・教育目標 必修科目 選択必修科目 選択科目

後期 前期 前期 後期 前期 後期

★人体の構造と機能・疾病の成り立ち

★健康支援と社会保障制度

※保健師課程選択者は必修

※保健師課程選択者は必修

専
門
基
礎
分
野

健 康 教 育 学

・地域社会で生活する人々の健康維持・増
進を図るため公衆衛生学の基礎を学び、
社会保障制度の現状を踏まえ、保健医療
福祉における支援技術を理解する。

公 衆 衛 生 学

保 健 福 祉 行 政 論 Ⅰ

・人体の構造と機能、生体防御の仕組み
を学び、疾病の成り立ち、病態と治療方法
について理解する。

健 康 支 援 と 法 律

★疫学と統計
疫 学

・公衆衛生看護活動で必要とされる保健
統計について学び、近年の動向・統計学
的解析の基礎を理解する。

保 健 統 計

保 健 福 祉 行 政 論 Ⅱ

形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ 形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ

病 態 治 療 論 Ⅵ

代 謝 ・ 栄 養 学

薬 理 学

感 染 症 ・ 免 疫 学

病 態 治 療 論 Ⅰ

病 態 治 療 論 Ⅱ

■科目群の学習・教育目標

・「さまざまな健康レベルにある人々のQOLの向上への支援が実践出来る看護師」に必要な基礎学力の向上と専門分野へスムーズに進む為に、専門分野において求められる医学基礎と看護師としての基礎的能力を学び、それらの知識を取り込む能力を養う。

病 態 治 療 論 Ⅲ

病 態 治 療 論 Ⅳ

病 態 治 療 論 Ⅴ

前期

2年次

後期

3年次1年次 4年次

産 業 保 健 学 概 論

学 校 保 健 学 概 論

看
護
師
課
程



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【基礎看護学分野】■学習・教育目標 必修科目 選択必修科目 選択科目

後期 前期 前期 後期 前期 後期

1年次

前期

基 礎 看護 学実 習Ⅰ 基 礎 看護 学実 習Ⅱ

後期

2年次

生活行動援助技術Ⅰ 生活行動援助技術Ⅱ

看 護 過 程

・看護の機能・役割を理解し、根拠に基づいた基本的な看護援助を実践する能力を養う。

■科目群の学習・教育目標
3年次 4年次

看
護
師
課
程

基
礎
看
護
学

★基礎看護学系

治 療 ・ 処 置 の 技 術

看 護 援 助 論

・看護学の基礎について系統的に学び、
看護のあり方について探究する姿勢を培
うことを目指す。
・人間の認知と感情の関係を理解し、看護
援助の基盤となる患者に向き合う援助に
ついて理解する。
・基本的な生活援助技術の原理・原則を
理解し、対象に適した援助を提供するため
の方法を修得する。
・対象者の健康状態を把握するために必
要な意図的・系統的観察技術を修得する。
・基本的な治療・処置の技術の原理・原則
を理解し、対象に適した援助を提供するた
めの方法を修得する。
・看護過程におけるアセスメント、看護問
題の抽出と優先順位の決定、看護計画の
立案、実施、評価の思考過程を学習する。
・看護師による援助の見学を通して、看護
活動の場・対象を理解し、看護の役割と看
護実践を学ぶ。
・看護の対象を全人的にとらえ、健康や生
活上の諸問題の解決に向けた看護実践
のプロセスを学ぶ。

看 護 学 概 論

ヘルスアセスメント技術



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【専門分野】■学習・教育目標 必修科目 選択必修科目 選択科目

後期 前期 前期 後期 前期 後期

★地域・在宅看護学系

★成人看護学系

★高齢者看護学系

成 人 看 護 学 演 習

・成人期にある対象の看護をとおして、そ
の特徴を理解し、あらゆる健康レベルの対
象に対し看護が実践できる基礎的能力を
養う。
・対象の個別的な身体的・心理的・社会的
特徴を理解する。
・対象の看護に必要な情報を収集し、アセ
スメントを行い、健康上の看護問題を解決
するために必要な方法と判断能力を養う。
・対象の特性に合わせた適切な看護援助
を学ぶ。
・継続看護の必要性を理解し、対象および
家族への適切な生活指導について学ぶ。
・保健医療チームの一員としての看護師
の役割を学ぶ。

看
護
師
課
程

前期 後期

2年次1年次 4年次

地 域 包 括 ケ ア 実 習

専
門
看
護
学

・さまざまな対象の状態の変化や特徴を捉え、個別性のある適切な看護が実践できるための能力を養う。

高 齢 者看 護学 演習

急性・周術期看護学実習

慢 性 看 護 学 実 習

高 齢 者看 護学 概論 高 齢 者 看 護 学
・老年期にある対象の看護をとおして、そ
の特徴を理解し、あらゆる健康レベルの対
象への看護が実践できる基礎的能力を養
う。
・加齢に伴う変化、健康レベル、日常生活
および本人を取りまく環境などから、高齢
者を統合的に理解できる。
・高齢者の生活機能障害に影響する要因
を多面的に分析し、“その人らしさ”や“そ
の人のもてる力”を生かした援助について
考え実践できる。
・高齢者とその周囲の人々との関係を理
解し、生命活動とQOLを維持し高めるため
の援助をとおして、対人関係におけるコ
ミュニケーション技術を活用できる。
・高齢者と家族の意思、価値観および権利
を尊重したケアのあり方について考えるこ
とができる。
・高齢者ケアにかかわる保健・医療・福祉
の各職種の役割を理解し、チームアプロー
チのあり方について考えることができる。
・保健・医療・福祉チームの一員としての

成 人 看 護 学 Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅱ

成 人 看 護 学 Ⅱ

在 宅 看 護 学 実 習・地域・在宅看護の対象とその家族を理解
し、生活の場で看護を実践できる基礎的
能力を
養う
・看護を提供する地域・在宅の場の特徴を
理解し、既存の看護の知識を応用し、在宅
看護の
実践に結びつける。
・対象の看護に必要な情報を収集し、アセ
スメントを行い、生活課題や健康課題を解
決する
ために必要な方法と判断能力を養う
・対象の在宅生活継続を支える保健・医
療・福祉の現状を理解し、多職種連携・協
働の
あり方と看護師の役割を学ぶ。
・保健医療チームの一員としての看護師
の役割を学ぶ。

地域・在宅看護学概論

成 人 看 護 学 概 論

■科目群の学習・教育目標
3年次

在 宅 看 護 学 在 宅 看 護 学 演 習



後期 前期 前期 後期 前期 後期

★小児看護学系

★母性看護学系

★精神看護学系

4年次

前期 後期
■科目群の学習・教育目標

・健康及び健康障害をもつ子どもとその家
族を理解し、対象に応じた最善の利益を
守る看護を実践するための基本的態度を
養う。
・子どもは、成長発達の途上にあり、個性
ある一人の存在であることを理解できる。
・健康障害をもつ子どもとその家族とコミュ
ニケーション・関係を持つ。
・受け持ちの子どもの成長、発達段階を把
握し、子供に応じた日常生活援助ができ
る。
・受け持ちの子どもに応じた看護援助が計
画でき、看護計画に基づき、看護援助を実
践し評価できる。
・子どもの日常生活、成長、発達、生活(入
院)環境に応じた感染防止、安全の確保、
事故防止ができる。
・子どもの権利と最善の利益を考えた援助
ができる。
・子どもにかかわる専門職としての態度を
養う。

小 児 看 護 学 演 習 小 児 看 護 学 実 習

看
護
師
課
程

専
門
看
護
学

1年次 2年次 3年次

小 児 看 護 学 概 論 小 児 看 護 学

・妊娠・分娩・産褥各期の女性とその家
族、胎児・新生児を理解し、対象に応じた
看護が実践できるための基礎的な能力を
養う。
・妊婦・産婦・褥婦の生理的側面および女
性の家族を含めた心理・社会的側面を理
解し、健康維持・増進と、親役割適応を促
すための看護援助について考え、それに
必要な基本的看護技術を習得する。
・ローリスクおよびハイリスク新生児の生
理的な特徴を理解し、胎外生活に適応す
るための基本的な看護援助を考え、それ
に必要な基本的看護技術を習得する。
・対象の看護を展開するうえで必要な情報
を収集し、アセスメントを行い、健康上の看
護問題を解決するために必要な判断能力
を養う。
・リプロダクティブヘルス、地域母子保健、
母子保健医療チームにおける看護師の役
割について考えることができる。

母 性 看 護 学 演 習

精 神 看 護 学精 神 看 護 学 概 論

母 性 看 護 学母 性 看 護 学 概 論

精 神 看 護 学 実 習精 神 看 護 学 演 習

・病院及び地域で生活する精神障害者を
理解し、看護が実践できる基礎的能力を
習得する。
・精神疾患及び患者をとりまく治療環境に
ついて理解できる。
・患者の情報を分析、解釈、統合し、疾患
に共通する援助方法及び個別的な援助方
法を実践できる。
・優先度を踏まえてケアプランを立案し、実
施、評価、修正という看護過程を展開でき
る。
・患者－看護師関係を築き、治療的なコ
ミュニケーション技術を活用できる。
・作業所の実習をとおして、地域精神保健
福祉活動を理解し、看護の役割について
考察できる。

母 性 看 護 学 実 習



後期 前期 前期 後期 前期 後期

★公衆衛生看護学系

1年次 2年次 3年次 4年次
■科目群の学習・教育目標

前期 後期

家 族 相 談 支 援 論

看
護
師
課
程

専
門
看
護
学

・公衆衛生看護学の理念及び基礎となる
概念を理解する。
・個人・家族、個人家族が生活している小
地域、さらに社会システムを対象とする公
衆衛生看護学の対象の捉え方を理解す
る。
・個人・家族のヘル  スニーズを理解すると
ともに、人々がそ のヘルスニーズを主体
的に解決できるよう支援する保 健師の役
割や機能について理解する。

地 域 包 括 ケ ア 実 習

公衆衛生看護学概論



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【応用看護学分野】■学習・教育目標 必修科目 選択必修科目 選択科目

後期 前期 前期 後期 前期 後期

★応用看護学系

特 別 講 義

応 用 看 護 学 実 習

・看護の知識・技術を統合し、自らの関心領域における対象の特性と健康上の問題に応じた看護が実践できる。

・既習の知識や技術を統合し、より高度な
看護実践能力を養う。
・興味・関心のある看護分野を選択し、自
らが実習を計画実施・評価できる。
・保健・福祉・医療の包括的な観点から看
護の専門性・個別性を考察できる。
・自己の看護観を明確にすることができ
る。
・将来における自己の看護の方向性を探
求することができる。

が ん 看 護

2年次

後期

　　　　看護師課程選択者は
　　　　選択必修

ク リ テ ィ カ ル ケ ア

前期

1年次 4年次
■科目群の学習・教育目標

3年次

看 護 管 理

看 護 倫 理

看
護
師
課
程

応
用
看
護
学

健 康 危 機 管 理 論

家 族 看 護

看 護 研 究



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【公衆衛生看護学】■学習・教育目標 　保健師課程選択者　必修科目

前期 前期 前期 後期 前期 後期

★公衆衛生看護学系

4年次

地 域 診 断 演 習

地 域 活 動 支 援 論

公 衆 衛 生 看 護 管 理

■科目群の学習・教育目標
3年次

保
健
師
課
程

公
衆
衛
生
看
護
学

・公衆衛生看護活動の展開方法に関する
理論・概念を理解し、個 人・家族・地域を
支援する支援技術を習得できる。
・個人・家族の顕在的課題・潜在的課題を
特定し、その支援のための実践能力を養
う。
・個人・家族の課題と地域の情報を統合し
て地域課題を特定し、その組織的解決の
ための計画立案、事業化、施策化のため
の実践能力を習得できる。
・保健・医療・福祉の知識を習得し、社会
資源の開発、利用、調整、評価方 法・地
域の関係者や住民とのパートナーシップ
の構築方法を理 解する。
・公衆衛生看護における倫理的感受性を
養い、実践活動における倫理的判断のた
めの理論と方法を習得できる。
・公衆衛生看護活動の意義と保健師の役
割について考察できる。

公衆衛生看護活動方法論Ⅰ 公衆衛生看護活動方法論Ⅱ

公衆衛生看護活動論Ⅰ 公衆衛生看護活動論Ⅱ

公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 Ⅰ

公 衆 衛 生 看 護 学 実 習 Ⅱ

1年次 2年次

後期後期

・保健師課程履修者に対して、保健所及び産業保健領域における保健師活動の実際をとおして保健師の役割を理解し、保健師に関する必要な知識を習得する。



看護学科看護学専攻(令和4年度学則)　【助産学】■学習・教育目標 　助産師課程選択者　必修科目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 後期

★助産学系

4年次

前期

助 産 学 概 論

周 産 期 医 学 Ⅰ

周 産 期 医 学 Ⅱ

助産診断・技術学Ⅰ

助 産 学 実 習 Ⅰ

助 産 学 特 別 講 義

助
産
師
課
程

助
産
学
専
攻

・理論と技術を実践の場で統合し、対象に
応じて活用できる助産の基礎的能力を養
う。
・妊婦・産婦・褥婦・新生児の健康検査、保
健指導ができる。
・正常な経過をたどる産婦の安全・安楽な
分娩介助、出生直後の新生児のケア、母
子関係成立への援助、異常の早期発見と
報告ができる。
・地域社会における母子保健の現状を分
析し、母児の健康向上に向けて支援でき
る。

助 産 学 実 習 Ⅲ

助 産 学 実 習 Ⅱ

助産診断・技術学Ⅱ

助産診断・技術学Ⅲ

助産診断・技術学Ⅳ

助産診断・技術学Ⅴ

地 域 助 産 活 動 論

助 産 管 理 学

・助産師課程では、助産学の基本概念や助産師の役割・機能を理解し、助産過程を展開し、助産ケアを提供できる基礎的能力（知識・技術・態度）を養う。

■科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次


	看護学専攻

